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序章 

 日本の高齢化は進行し、2015 年時点では高齢化率（65 歳以上人口割合）は 26.7％に達

した。予測によると、2060 年では高齢化率が 39.9％となる（厚生労働省：2016）。認知症

の有病率も上がっている。 

しかし、認知症スティグマ（偏見）は依然として多く存在する。工藤（2017）の研究で

は「メディアに登場する認知症に関する観方について、全体の傾向として、否定的な評価

は 9 割、3 割弱が肯定的評価を行っており、一般市民が認知症に関する観方について、全

体として、ほぼ全員が否定的な認識をもっている」と報告している。 

さらに、認知症スティグマとの関連要因が先行研究の中で幾つかが示されている。しか

し、今までの研究では対面経験に関する有無までしか調査されておらず、それらの心理的

受け止め方まで深めた調査はなされていない。どのような対面経験の心理的受け止め方が

スティグマに影響を及ぼすかを明らかにすることが、今後のスティグマ低減施策のヒント

になるものと思われる。 

 

第 1 章 研究の背景 

 

第 2 章 研究目的 

 

第 3 章 研究方法 

3.1 調査方法 

 本研究は、スノーボールサンプリング法を用いて、次のような 2 つの方法で記式質問紙

調査を行い、合計 415 の回答をえた。調査協力の承諾を得られた福祉施設とボランティア

団体の構成員を対象とした。 

3.3 調査内容 

 対象者の特徴として、年齢、性別、対面経験の有無で構成されている。対面経験があり

と回答した対象者に、合う立場、合う人数、合う回数、最後に合う時間、身体的負担、精

神的負担について調査した。 

 また、全対象者に「認知症スティグマ」「認知症の症状及び介護の知識」「高齢者イメ

ージ」を調査した。さらに、対面経験がありと回答した対象者だけに「認知症との対面経

験を測る尺度」を調査した。 

3.4 分析方法 

3.4.1 研究 1：対面経験の有無と認知症スティグマの関係性 

 対面経験が「あり」と「なし」と「認知症スティグマ」の 4 因子と相関分析を行った。 

3.4.2 研究 2：対面経験を測る尺度の開発 

 対面経験 29 項目の因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行った。 

3.4.3 研究 3：対面経験の心理的受け止め方と認知症のスティグマとの関係性を見る 

 step1 身体的負担、精神的負担と「認知症の症状及び介護の知識」を統制変数にし、step2

身体的負担、精神的負担と「認知症の症状及び介護の知識」の上に「対面経験を測る尺度」

の因子を説明変数として、2step を設定した上で階層的重回帰分析を行った。 
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3.4.4 研究 4：自由回答から得る知見 

 マトリックス分析と KJ 法を使用して、質的分析を行った。 

 

第4章 結果 

4.1 基本属性 

4.2 研究 1：対面経験の有無と認知症スティグマの関係性の検証 

 対面経験の有無が「人間性イメージ」（r＝0.321、p<0.01）「排除」（r＝-0.338、p<0.01）

「行動イメージ」（r＝-0.193、p<0.01）「自己」（r＝0.133、p<0.01）の 4 因子において、

有意な関連性が見られた。 

4.3 研究 2：対面経験を測る尺度の開発 

 スクリープロットを行った結果、三因子が妥当と判断した上で、対面経験 29 項目の因子

分析（最尤法、プロマックス回転）を行った。その際、項目 6 の因子負荷量が 0.40 未満の

で除外し、再度分析後、全項目の因子負荷量が 0.40 以上となったが、三因子それぞれ因子

負荷量の上位 6 項目を取り上げて、三回目の分析をした。さらに、因子内の項目のクロン

バックのα係数を算出し、内的一貫性について確認した。 

 「肯定的回想」「再評価傾向」「否定的回想」各因子間の相関係数は、0.118、0.248、

0.557であった。また、因子構成する項目におけるα係数は第 1因子 0.915、第 2因子 0.866、

第 3 因子 0.876 であった。 

4.4 研究 3：対面経験の心理的受け止め方と認知症のスティグマとの関係性を見る 

人間性イメージにおいて、Step1 で症状知識、介護知識精神的負担の主効果が有意であ

った。Step2 でΔR2 が有意であった、肯定的回想と再評価傾向の主効果が有意であった。 

 排除において、Step1 で回症状知識、介護知識、精神的負担の主効果が有意であった。

Step2 で、ΔR2 が有意であった肯定的回想と再評価傾向の主効果が有意であった。 

 行動イメージにおいて、Step1 で症状知識、介護知識、身体的負担、精神的負担の主効

果が有意であった。Step2 で、ΔR2 が有意ではなかった、対面経験の心理的受け止め方の

主効果は見られなかった。 

 自己において、Step1 で、精神的負担の主効果に有意傾向が見られた。Step2 で、肯定的

回想と否定的回想の主効果が有意であった。 

4.5 研究 4：自由回答から得る知見 

問 8 ではマトリックス分析を使用して、続柄によって、似たような回答をグループに分

けた。 

問 9 では、71.6%（257/359）という多くの回答者から回答が寄せられた。「認知症の方

への周囲の対応」について、KJ 法を用いて分析を行い、カテゴリー化した。 

 

第 5 章 考察  

 認知症スティグマを軽減するため、症状と介護知識を得ること、身体的負担、精神的負

担の解消、認知症の人との対面経験を得ることが有効であると考えられる。福祉施設の職

員やボランティア団体の構成員などの対象者は認知症の人との関わりと知識を多く持つか

ら、認知症の人との対面経験を否定的に感じない傾向があった。よって、認知症の人との

関わりと知識を一定の水準に足すと、認知症の人との対面経験を否定的に感じなくなる。 
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 また、認知症スティグマは多様な分野があるから、それぞれの分野に関わるものは違う

ことを次のように示した。①認知症のある人の人間性についてのイメージでは、認知症の

介護及び症状知識、精神的負担、対面経験の肯定的回想と有意な関連性がみられた。②認

知症のある人との関わりを避ける行為である「排除」では、症状知識、精神的負担、肯定

的回想、再評価傾向と有意な関連性がみられた。③認知症の人の行動についての印象であ

る「行動イメージ」では、介護知識、症状知識、身体的負担、精神的負担と有意な関連性

がみられた。④「もし自分が認知症になったら」という仮定において、自分自身に関わる

見方である「自己」では、肯定的回想、否定的回想と有意な関連性がみられた。 

 続柄や経歴などの違いはスティグマと大きく関わっていることが推測されたので、個々

の人の認知症の人との体験や続柄にも目を向く必要がある。前述したように、各々のステ

ージでの理解に役立つ、情報や本人とのかかわり方を自由回答は示してくれた。これは、

アンケートの対象者が認知症の人の差別を減らし、いかに認知症の人にとっても住みやす

いまちをつくり出していくかに先進的に働きかけている人が大勢参加した結果である。未

来の姿をも示してくれたアンケート参加者に感謝する次第である。 
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